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さいたま市の池に生育する食虫植物イヌタヌキモについて

橋本健一（大日本ダイヤコンサルタント㈱）

1．はじめに

　イヌタヌキモ Utricularia australis はタヌキモ

科タヌキモ属であり、多年生の浮遊植物であ

る（角野，1994）。また、袋状の罠により吸い

込むことでミジンコ等の獲物を捕らえる「吸

い込み罠式」の食虫植物である（野村，2023）。

　日本に分布・生育するタヌキモ属は、イヌ

タヌキモ U. australis の他に15種が知られて

いる（野村，2023）。このうちイヌタヌキモ

は、北海道から沖縄の日本全土の湖沼、ため

池、水田やその水路などに分布・生育してい

るが、タヌキモと形態がよく類似しているた

め両種は誤同定されるケースが多く、標本精

査に基づく両種の分布記録について再検討が

必要といわれている（角野，1994）。

　埼玉県内でのイヌタヌキモの分布記録につ

いては、さいたま市見沼区の池で過去に確認

されていたが、その後姿がみられなくなった

ため絶滅とされた（埼玉県，2012）。ところ

が、近年同じ池の入江部分に、わずかにイヌ

タヌキモが生き残っていることが確認され

た（さいたま市，2020）。ただし、その記録

をみると 5㎜程度の楕円形をした茶褐色の殖

芽（休眠芽）を秋以降につけること以外は、

形態の特徴や同定根拠の詳細は記載されてお

らず、同定に用いた標本の存在や所蔵先も不

明であった。なお、近年ときがわ町の池でも

本種とみられるタヌキモ類の確認情報がある

（藤田私信）が、今後精査が必要と思われる。

　一方で近縁種のタヌキモについては、1993

年にさいたま市岩槻区の池での確認以降、市

内での記録はない（さいたま市，2020）。ま

た、埼玉県全域では、羽生市の沼で現在もタ

ヌキモが生育しており（羽生市ムジナモ保

存会，2015）、県版レッドデータブックで絶

滅危惧Ⅰ A 類に選定されている（埼玉県，

2012）。ちなみに、最新の遺伝学的研究によ

ると、タヌキモは、イヌタヌキモとオオタヌ

キモの雑種であることが明らかにされている

（角野，2023）。

　以上を踏まえて、筆者は今回さいたま市緑

区の池で確認したイヌタヌキモについて、自

然史資料としての標本を残すとともに、本種

の形態や同定根拠の詳細を記載することにし

た。さらに、現時点では埼玉県内で 3箇所し

か確認されていない希少種であることから、

現在生育している池の現状と課題を整理し

て、今後考えられる保全の対応策について少

しふれることにした。

2．材料および方法

　水面近くに生育する本種を素手で採集し

た。採集後は、小型水槽による生時の形態観

察やデジタル画像の撮影を行った後、水で洗

浄して乾燥標本を作成した。形態観察には、

ルーペや実態顕微鏡の他、デジタル画像を用

いた。標本は、観察時以外は暗室で保管した。

3．結果および考察

3 - 1．確認記録

イヌタヌキモ Utricularia australis R. Brown, 
1810（図 1・ 2）

【採集年月日】2023年 8 月15日

【生育地】埼玉県さいたま市緑区の池

　　　　　（池＜加田屋川＜芝川＜荒川水系）

【採集者】橋本健一

【同定者】橋本健一

【収蔵標本】国立科学博物館・ 1株

（TNS01354857）
※生育池の座標、詳細な地名・番地、池の名

称は希少種の乱獲防止と生育池の生態系保全

のため表記は控えた。

3 - 2．形態記載

　今回確認したイヌタヌキモの茎は細く直

径0.3～1.3㎜であった。全長は長いもので

500㎜を越える株もあったが、概ね200～

400㎜の範囲内。枝葉の基部は 2本の枝に分

かれ、更に互生状に 2～ 4回分枝していた。

葉は長さ10～35㎜で糸状に伸びて緑色～深緑

色、株の根本付近は一部褐色になっていた。

また、茎から白色の呼吸根が延びる箇所も
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みられた。捕虫嚢は直径0.5～ 3 ㎜で袋状に

なっていた。株の頂点部の新芽付近にある捕

虫嚢は葉と同じ緑色であるが、下方ほど捕虫

嚢の中身に一部黒ずんでみえる箇所があっ

た。これは捕虫嚢に獲物が入っている状態だ

と思われる（図 3）。環境条件（スイレン園

芸品種の葉の陰など）によって捕虫嚢の少な

い株もみられた。 8月中～下旬に黄色の花が

水面上で咲いていた（図 4）、花茎の長さは

100～150㎜で 1株に 1本伸長していた（図

5）。花茎は先端部で 2～ 4本に分岐して花

や蕾をつけていた。また、花茎が本体の茎よ

り太くなっており、1.2～1.5㎜であった。そ

の断面を拡大してみると、中実で外周に小孔

の列が確認できた（図 6）。花柄は長さ 5～

25㎜であった。花弁は黄色であるが、中央部

には赤色のミミズ状の独特な模様があった

（図 7）。半楕円形状の下唇の裏側に距があ

り、距は下唇より短く鈍頭で薄黄緑色をして

いた（図 8）。11月下旬には側枝の先端や頂

端に殖芽を形成し、殖芽は長楕円形で暗褐色

を呈し（図 9）、長径 5～10㎜および短径 3

～ 7㎜（図10）だった。殖芽葉は中軸が不明

瞭で不規則に分裂して伸びており、先端部付

近には刺毛が顕著にみられた（図11）。

3 - 3．同定根拠の整理および留意点

　今回確認したイヌタヌキモの同定根拠を以

下に整理して示す。本種の同定についての留

意点としては、 8月中～下旬の花茎の断面形

状、花弁にある距の形態、11月下旬の殖芽の

形態と色彩、殖芽葉の形態であり、既存の本

種の知見と特徴が概ね一致した。

［イヌタヌキモの同定根拠の整理］

・ 8月中～下旬に黄色の花が水面上で咲く

（角野，1994）。

※角野（1994）は花期が 7～ 9月とあるが、

この池の観察では 8月中～下旬の 2週間程度

であった。

・花茎の中心に大きな孔はなく、外周に小孔

の列あり（角野，1994；沖田，2008；埼玉県

絶滅危惧植物調査団，2020）。

・下唇の裏にある距の形態は、下唇より短く

鈍頭（角野，1994；角野，2023）。

・殖芽は長楕円形で暗褐色（角野，1994；埼

玉県絶滅危惧植物調査団，2020；さいたま市，

2020；角野，2023）。

・殖芽葉は中軸が不明瞭で不規則に分裂し、

刺毛が主に先端部で顕著（角野，1994；角野，

2023）。

3 - 4．生育池内の分布と同所する水生生物

　イヌタヌキモの生育地は、約14,200㎡程度

の池で、池の中央部には小さな島が存在す

る。水底には、枯れた水生植物や池周辺から

の落葉広葉樹の落ち葉が堆積しており、それ

らが分解されて軟泥が生成されていた。最深

部でも 1ｍ以下の浅い水域になっており、本

種は特に、池の東側の水辺に多く生育して

いた。また、東側の水辺には在来種のヨシ

Phragmites australis が繁茂して群落を形成し

ている他、スイレン園芸品種 Nymphaea spp. 
外来種のキショウブ Iris pseudacorus も随所

に繁茂していた。さらに、局所的に外来種の

オオカナダモ Egeria densa も生えていた。

　なお、この池で確認した在来の水生生物と

しては、ミナミメダカ Oryzias latipes、モツゴ

Pseudorasbora parva、オイカワ Opsariichthys 
platypus、クロダハゼ Rhinogobius kurodai、
アマガエル Dryophytes japonicus、トウキョ

ウダルマガエル Pelophylax porosus porosus、
スジエビ Palaemon paucidens、ベニイトト

ンボ Ceriagrion nipponicum やチョウトンボ

Rhyothemis fuliginosa 等のトンボ類、カワセ

ミ Alcedo atthis やオシドリ Aix galericulata 等

の鳥類であった（橋本未発表）。

　外来の水生生物は、カダヤシ Gambusia 
affinis、オオクチバス Micropterus nigricans、カ

ムルチー Channa argus、コイ飼育型 Cyprinus 
carpio、アメリカザリガニProcambarus clarkii、
カワリヌマエビ属の 1種Neocaridina sp. ウシガ

エル Rana catesbeiana、ヌマガエル Fejervarya 
kawamurai を確認した（橋本未発表）。

3 - 5．生育地の現状と課題

　⑴　池の生育環境

　本種の生育池は、さいたま市内の見沼田ん

ぼ地域に存在する。もともと水田と水路の湿

地帯に、1992年あたりから水深の浅いビオ

トープ池を造成したのが始まりであることを

池の管理者が所有する資料を閲覧したことで

分かった（浦和市，1992）。
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図 3 　袋状の捕虫嚢（2023年 7 月29日）

図 4 　開花状況（2024年 8 月25日）

図 5 　花茎（2024年 8 月25日）
図 7 　イヌタヌキモの花
　（2023年8月15日）

図 6 　花茎断面
　（2023年 8 月15日）

図 1 　イヌタヌキモ生時標本
  （2023年 8 月15日 TNS01354857）

図 2 　イヌタヌキモ乾燥標本
　（2023年 8 月15日 TNS01354857）
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　現在の池の生育環境に注目すると、大きな

水位変動が周年にわたり、ほとんどないこと

が本種生育の好条件の一つになっていること

が考えられる。兵庫県の生育地では、水位変

化があまりないため池でイヌタヌキモが繁茂

しているという調査報告がある（花田，2002）。

　今回の生育池の水位が比較的安定している

理由としては、豪雨等で急上昇したとしても

池の南側（下流側）の排水溝で排水される

他、池の西側の加田屋川へ流入する地形に

なっている（池よりも川の方が低い地形）。

さらに、隣接する東側の見沼用水から水を引

く水路が池に施されているため、渇水時で

も、周年を通じて見沼水路から水が入るよう

になっている（池よりも見沼用水の方が高い

地形）。したがって、水位変動は周辺を通じ

て比較的安定している状況といえる。

　また、夏季にイヌタヌキモが多く繁茂する

池東側の表層水を採取してルーペで観察して

みたところ、 1㎜前後のミジンコ類を多く確

認できた（密度測定はしていない）。つまり、

本種の餌となる淡水プランクトンが、この浅

い水域で豊富に発生していることが窺えた。

　⑵　外来生物について

①スイレン園芸品種

　スイレン園芸品種は環境省（2015）によ

り、我が国の生態系に被害を及ぼすおそれの

ある「重点対策外来種」に指定されており、

枯れた後はヘドロになり溶存酸素が不足する

といった水質悪化になることも報告されてい

る（吉武，2022）。現時点で生育池に繁茂が

随所にみられる（図12）ので、今後、池の水

面を覆ってしまうほどの大繁茂になれば、イ

ヌタヌキモの生育だけでなく、水質悪化によ

図 8 　下唇裏側の距（2024年 8 月25日）

図10　殖芽の形態と色彩（2023年11月26日）

図12　スイレンの繁茂（2023年 8 月15日）

図 9 　殖芽（2023年11月26日）

図11　殖芽葉の形態（2023年 8 月15日）
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る池周辺域の生物多様性が喪失するといった

生態系への影響が懸念される。

　以上より、スイレンの大繁茂になる前の予

防保全策として池の経年的な分布把握（モニ

タリング）、定期的な刈り取りや除去計画、

その処理方法、地元住民や訪問者の協力体制

等を今のうちから徐々に検討しておくことが

望まれる。

②コイ飼育型

　生育池では、国内外来種であるコイ飼育型

が人為的に放流されており、訪問者が餌を与

えている様子もみられる。コイは雑食性のた

め生息数が多くなると、あらゆる水生動植物

を食べ尽くして生態系を攪乱してしまうこと

が報告されている（宮崎ほか，2010）。イヌ

タヌキモもコイの捕食対象になり得るため、

今後は飼育型コイの放流については厳に慎む

べきである。また、コイが大型化し生息数が

増加傾向にあるようなら、コイを駆除してい

く対応策も今後必要になると思われる。

③アメリカザリガニ

　生育池にはアメリカザリガニも少数確認し

ている。アメリカザリガニは水草を切断して

自分たちの餌を探しやすくする行動が報告さ

れている（西嶋ほか，2017）。したがって、

今後生息数が増えて高密度になれば、イヌタ

ヌキモも切断されて生育阻害を招く恐れもあ

る。アメリカザリガニの生息数に注視し、今

後増加傾向になるようであれば、コイと同様

に駆除が必要になると思われる。

　⑶　県版レッドデータブックの選定

　埼玉県内では、今のところ分布情報も含め

て 3箇所しか生育していない。また、上記に

も書いたとおり、外来生物の影響が大きくな

れば、近い将来絶滅の危機に瀕してしまう恐

れもある。

　ちなみに、イヌタヌキモは環境省（2020）

で準絶滅危惧種、東京都（2023）で絶滅危惧

Ⅰ B 類、群馬県（2024）で絶滅危惧 II 類、

茨城県（2012）で絶滅危惧 IB 類、千葉県

（2023）で重要保護 B に選定されている。

　今後、「埼玉県版レッドデータブック植物

編」が2025年 3 月に更新・発刊予定なので、

本種が選定されることに期待したい。

　⑷　見沼たんぼ地域の横断道路計画

　国土交通省（2023）によれば、核都市広域

幹線道路の推進事業の一部として、見沼たん

ぼ地域を横断する道路建設計画が立案されて

いる。この計画は、首都高速埼玉新都心線さ

いたま見沼 IC から東北自動車道を結ぶ高速

道路の建設延長のことである。そのルートが

直線状の最短ルートになる場合は、残念なが

ら今回の生育池を通ることになる。この事業

計画はまだ初期段階でもあるため、ルート変

更が可能であれば、池周辺をなるべく回避す

るルートの検討、それが難しいなら池上を通

る橋梁の設置、あるいはイヌタヌキモを含め

た希少種の移植計画等、ミティゲーション

（開発事業による自然環境への影響を可能な

限り回避・軽減・代償する適切な環境保全措

置）による事業展開が望まれる。
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